
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
9. 教育費 8. 美術館作品収集保管事業

5. 社会教育費

6. 美術館費 美術館

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 1,022 △1 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

1,021 1,021

・市民の美術財産を拡充し、鑑賞の機会を提供すること 市立美術館に相応し、市ゆかりの作家の作品を中心に、 市立美術館に相応した作品を収集し保管することにより

で、市民の豊かな心を育む。（収集） 主に寄付を通じて収集し、それらを良好な状態で保管し、市民への鑑賞 、収蔵作品展を充実させ、多くの市民に対し鑑賞の機会を提供すること

・市民の美術財産をより良い状態にすることにより、財産価値を高める 機会に提供する。 ができる。

。（補修）

・市民の美術財産を安全に保管することで後世に伝える。（保管）

予算が無いため収蔵作品の修復が難しくなってい 佐倉市ならではの美術館を目指し、独自性のある

る。また、作品の購入が困難である。 コレクションを形成し、それを佐倉の財産として後世へ継承する。

08 160 160 0

11 49 57 △8

12 596 590 6

13 216 215 1

差引一般財源 1,021 1,022 △1


